
様式１

採択年度 整理番号

株式会社ニコンソリューションズ，ファイザーR&D合同会社，株式会社リコー，富士フィルム和光純薬株式会
社，オリンパス株式会社，株式会社ダイセル，浜松ホトニクス株式会社，澁谷工業株式会社，ケアプロ株式会
社，一般社団法人コペルニク・ジャパン，日産化学株式会社，石川県警察本部刑事部科学捜査研究所，ノバル
ティス ファーマ株式会社，株式会社アクトリー，Imperial College London，University of British Columbia

連合大学院 共同教育課程 12名

11 連携先機関名（他の大学，民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８
学生の所属する
専攻等名

卓越大学院プログラム 事後評価調書　プログラムの基本情報 [公表。ただし，項目12，13については非公表]　

機関名 金沢大学 令和元年度

１

プログラム名称 ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム

英語名称

ホームペー
ジ（URL）

https://nano-wise.w3.kanazawa-u.ac.jp/

1908

５ 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

②社会において多様な価値・システムを創造するような，文理融合領域，学際領域，新領域

関連する領域（１）
【任意】

最も関連の深い区分
（中区分）

28

      ふりがな （もりもと　あきはる）

氏名（職名）

WISE Program for Nano-Precision Medicine, Science, and Technology

金沢大学大学院自然科学研究科
　数物科学専攻，物質化学専攻，機械科学専攻，電子情報科学専攻，環境デザイン学専攻，
　自然システム学専攻，フロンティア工学専攻，電子情報通信学専攻，
　地球社会基盤学専攻，生命理工学専攻
金沢大学大学院医薬保健学総合研究科
　医科学専攻，医学専攻，薬学専攻，創薬科学専攻，保健学専攻
金沢大学大学院先進予防医学研究科 先進予防医学共同専攻
金沢大学大学院新学術創成研究科 総合知創出科学専攻，融合科学共同専攻，ナノ生命科学専
攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9
連合大学院又は共同教育課程による実施の場合，その別
※ 該当する場合には○を記入 10 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標

※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

７

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（２）
【任意】

２ 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は，全ての構成大学の学長について記入し，申請を取りまとめる大学（連合大学院に
よるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな (わだ　たかし)

氏名（職名） 和田　隆志（金沢大学長）

森本　章治（金沢大学理事・副学長）

ナノバイオサイエンス関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

なし

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

６ 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

D

ナノマイクロ科学およびその関連分野

関連する領域（３）
【任意】

４
プログラム

コーディネーター

  　 ふりがな （はなやま　りきなり）

氏名（職名） 華山　力成（金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授）

最も関連の深い区分
（小区分）

28040

３ プログラム責任者

授与する博士学
位分野・名称

博士（理学），博士（工学），博士（医学），博士（薬学），博士（創薬科学），
博士（保健学），博士（融合科学），博士（ナノ科学）又は博士（学術）

（【1908】機関名：金沢大学　プログラム名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）



様式１

[公表]

プログラム担当者一覧             
※「年齢」は公表しません。

25 三枝　理博 ﾐｴﾀﾞ ﾐﾁﾋﾛ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（理
学）

神経科学
生理学

講義・カリキュラム担当，ナ
ノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導）

1

人工知能
講義・カリキュラム担当，ナ
ノ先制医学コース担当（運
営・学生指導）

1

24 河崎　洋志 ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・医薬保健学総合研究科長・教
授

医学博士 脳神経医学

23 南保　英孝 ﾅﾝﾎﾞ ﾋﾃﾞﾀｶ
金沢大学・融合研究域融合科学
系・教授

博士（工
学）

プログラム運営委員，ナノ脳
神経学コース担当（運営・学
生指導）

1

15 中島　美紀 ﾅｶｼﾞﾏ ﾐｷ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（薬
学）

薬物代謝学
医薬品安全性
学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

16 井上　啓 ｲﾉｳｴ ﾋﾛｼ
金沢大学・新学術創成研究機構・
教授

博士（医
学）

代謝栄養生理
学，食生活学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

腫瘍学
分子病理学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

14 倉知　慎 ｸﾗﾁ ﾏｺﾄ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

分子生物学
免疫学

13 大島　正伸 ｵｵｼﾏ ﾏｻﾉﾌﾞ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

獣医学博士

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 2

イノベーショ
ン論，マーケ
ティング論

講義・カリキュラム担当，プ
ログラム運営委員 110 金間　大介 ｶﾅﾏ ﾀﾞｲｽｹ

金沢大学・融合研究域融合科学
系・教授

博士（工
学）

1

12 平尾　敦 ﾋﾗｵ ｱﾂｼ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

医学博士 幹細胞生物学
ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

11 篁　俊成 ﾀｶﾑﾗ ﾄｼﾅﾘ
金沢大学・医薬保研研究域医学
系・教授

医学博士
内分泌・代謝
内科学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導）

8 古寺　哲幸 ｺﾃﾞﾗ ﾉﾘﾕｷ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（理
学）

生物物理学
講義・カリキュラム担当，ナ
ノ診断開発コース担当（運
営・学生指導）

1.5

9 米田　隆 ﾖﾈﾀﾞ ﾀｶｼ
金沢大学・融合研究域融合科学
系・教授

博士（医
学）

健康増進・医
学・メデイカ
ルイノベー
ション

プログラム運営委員，講義・
カリキュラム担当，ナノ先制
医学コース担当，ナノ診断開
発コース担当（運営・学生指
導）

1.5

5 菊知　充 ｷｸﾁ ﾐﾂﾙ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

児童精神医学
ナノ脳神経学コースマネー
ジャー（運営・学生指導）・
産学連携協力担当

1

ゲノム医科学
ナノ先制医学コースマネー
ジャー，ナノ先制医学コース
担当（運営・学生指導）

1

7 長谷川　浩 ﾊｾｶﾞﾜ ﾋﾛｼ
金沢大学・理工研究域物質化学
系・教授

博士（理
学）

分析化学
環境化学

6 田嶋　敦 ﾀｼﾞﾏ ｱﾂｼ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・先進予防医学研究科長・教授

博士（理
学）

ナノ環境科学コースマネ
ジャー（運営・学生指導），
産学連携，講義・カリキュラ
ム，ラボロ―テーション指導
担当

1

プログラムマネージャー，プ
ログラム運営委員，講義・カ
リキュラム担当

10

神経解剖学
神経科学

プログラム運営委員，ナノ脳
神経学コース担当（運営・学
生指導）

1

4 市村　宏 ｲﾁﾑﾗ ﾋﾛｼ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・特任教授

医学博士
ウイルス学
国際保健学

3 堀　修 ﾎﾘ ｵｻﾑ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・医薬保健研究域長・教授

博士（医
学）

（プログラムコーディネーター）

細胞生物学 プログラムコーディネーター 22 華山　力成 ﾊﾅﾔﾏ ﾘｷﾅﾘ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（医
学）

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

14

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

（プログラム責任者）

1 森本　章治 ﾓﾘﾓﾄ ｱｷﾊﾙ 金沢大学理事・副学長 工学博士 電子材料物性 プログラム責任者 1

17 所　正治 ﾄｺﾛ ﾏｻﾊﾙ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

感染症学，寄
生虫学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導），講義・カリ
キュラム担当

1

18 原　章規 ﾊﾗ ｱｷﾉﾘ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・准教授

博士（医
学）

20 藤永　由佳子 ﾌｼﾞﾅｶﾞ ﾕｶｺ
金沢大学・医薬保研研究域医学
系・教授

医学博士 細菌学
ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

公衆衛生学
ナノ先制医学コース　産学連
携協力担当 1

19 平安　恒幸 ﾋﾗﾔｽ ｺｳﾕｷ
金沢大学・先進予防医学研究セン
ター・准教授

博士（保健
学）

免疫学
ラボローテーション指導担当
（運営・学生指導） 1

22 原田　憲一 ﾊﾗﾀﾞ ｹﾝｲﾁ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

人体病理学
講義・カリキュラム担当
ナノ先制医学コース 1

21 矢野　聖二 ﾔﾉ ｾｲｼﾞ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

呼吸器内科
学，臨床腫瘍
学

ナノ先制医学コース担当（運
営・学生指導） 1

（【1908】機関名：金沢大学　プログラム名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）



様式１

[公表]

49 Adam Stuart Foster ｱﾀﾞﾑ ｽﾁｭｱｰﾄ ﾌｫｽﾀｰ

Department of Applied Physics,
Aalto University, (Finland)・
Professor，金沢大学・ナノ生命
科学研究所・主任研究員

PhD in
Theoretical
Solid State
Physics

Theoretical
Solid State
Physics

博士論文研究

48 1

0.5

45 福間　剛士 ﾌｸﾏ ﾀｹｼ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（工
学）

ナノ計測工学
ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導），産学連携協
力担当

1

電気化学計測
ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 0.5

47 柴田　幹大 ｼﾊﾞﾀ ﾐｷﾋﾛ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（工
学）

生物物理学

46 高橋　康史 ﾀｶﾊｼ ﾔｽﾌﾐ
名古屋大学・大学院工学研究科電
子工学専攻・教授，金沢大学・ナ
ノ生命科学研究所・特任教授

博士（学
術）

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導），産学連携協
力担当

1

1

化学工学
プログラム運営委員，ナノ環
境科学コース担当（運営・学
生指導）

1

44 秋根　茂久 ｱｷﾈ ｼｹﾞﾋｻ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（理
学）

超分子化学
錯体化学

43 瀬戸　章文 ｾﾄ ﾀｶﾌﾐ
金沢大学・理工研究域フロンティ
ア工学系・自然科学研究科長・教
授

博士（工
学）

41 髙橋　憲司 ﾀｶﾊｼ ｹﾝｼﾞ
金沢大学・理工研究域生命理工学
系・教授

博士（工
学）

化学反応工学
ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導），講義・カリ
キュラム担当

1

42 比江嶋　祐介 ﾋｴｼﾞﾏ ﾕｳｽｹ
金沢大学・理工研究域フロンティ
ア工学系・教授

博士（理
学）

分光計測，高
分子物性．反
応工学

ナノ環境科学コース担当，ラ
ボローテーション指導担当
（運営・学生指導）

1

38 淺川　雅 ｱｻｶﾜ ﾋﾄｼ
金沢大学・理工研究域物質化学
系・教授

博士(工学)
ナノ計測
界面化学

ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導），講義・カリ
キュラム担当

1

半導体工学
表面・界面制
御

ナノ環境科学コース担当，講
義・カリキュラム担当，ラボ
ローテーション指導担当

1

40 松木　篤 ﾏﾂｷ ｱﾂｼ
金沢大学・環日本海域環境研究セ
ンター・准教授

博士（理
学）

大気環境科学

39 徳田　規夫 ﾄｸﾀﾞ ﾉﾘｵ
金沢大学・ナノマテリアル研究
所・教授

博士（工
学）

ナノ環境科学コース担当，ラ
ボローテーション指導担当
（運営・学生指導）

1

1

36 前田　勝浩 ﾏｴﾀﾞ ｶﾂﾋﾛ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（工
学）

高分子合成

35 Richard Wong ﾘﾁｬｰﾄﾞ ｳｫﾝｸﾞ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
教授

博士（医
学）

産学連携協力担当，ナノ環境
科学コース（運営・学生指
導）

1

37 當摩　哲也 ﾀｲﾏ ﾃﾂﾔ
金沢大学・ナノマテリアル研究
所・教授

博士（工
学）

有機系太陽電
池

ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導） 1

1

34 佐藤  　純 ｻﾄｳ ﾏｺﾄ
金沢大学・新学術創成研究機構・
教授

博士(理学) 神経発生学
講義・カリキュラム担当，ナ
ノ神経科学コース担当 1

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

33 松井　三枝 ﾏﾂｲ ﾐｴ 金沢大学・国際基幹教育院・教授 博士(医学) 神経心理学
講義・カリキュラム担当，ナ
ノ脳神経学コース(運営・学
生指導)

32 宮地　利明 ﾐﾔﾁ ﾄｼｱｷ
金沢大学・融合研究域融合科学
系・教授

博士（工
学），博士
（医学）

磁気共鳴医
学，生体イ
メージング

31 中田　光俊 ﾅｶﾀﾞ ﾐﾂﾄｼ

30 横山　茂 ﾖｺﾔﾏ ｼｹﾞﾙ
金沢大学・子どものこころの発達
研究センター・教授

プログラム担当者一覧（続き）

29 金田　勝幸 ｶﾈﾀﾞ ｶﾂﾕｷ
金沢大学・医薬保健研究域薬学
系・教授

医学博士
分子神経生物
学

ﾆｼﾔﾏ ﾏｻｱｷ
金沢大学・新学術創成研究機構・
教授

博士（医
学）

分子生物学
ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導）

27 尾﨑　紀之 ｵｻﾞｷ ﾉﾘﾕｷ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

疼痛学

1

博士（薬
学）

神経精神薬理
学

脳腫瘍学
ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導）

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導）

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層

26 山本　靖彦 ﾔﾏﾓﾄ ﾔｽﾋｺ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

医学博士
生化学，病態
医化学

ナノ脳神経学コース担当（運
営・学生指導） 1

14

講義・実習指導担当，ナノ脳
神経学コース担当（運営・学
生指導）

1

28 西山　正章

機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

1
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

医学博士

西村　達也 ﾆｼﾑﾗ ﾀﾂﾔ
金沢大学・理工研究域物質化学
系・准教授

博士（工
学）

ナノマテリア
ルサイエン
ス・機能性高
分子合成

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導）・産学連携協
力担当

分子細胞生物
学

ナノ脳神経科学コース担当
（運営・学生指導）

ナノ環境科学コース担当（運
営・学生指導）

（【1908】機関名：金沢大学　プログラム名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）
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164 角野　歩 ｽﾐﾉ ｱﾕﾑ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
助教

博士（工
学）

65

66

67

68

0.5

ﾄﾖﾀﾞ ﾊﾙﾖｼ
浜松ホトニクス株式会社・執行役
員・中央研究所長

59

ナノテクノロ
ジー，原子間
力顕微鏡，固
体／液体界面

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 162 宮田　一輝 ﾐﾔﾀ ｶｽﾞｷ

金沢大学・ナノ生命科学研究所・
准教授

博士（工
学）

63 宮澤　佳甫 ﾐﾔｻﾞﾜ ｹｲｽｹ
金沢大学・理工研究域フロンティ
ア工学系・助教

博士（工
学）

走査型プロー
ブ顕微鏡

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

0.5

渡邊　信嗣 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｼﾝｼﾞ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
准教授

博士（理
学）

ナノサイエン
ス

血管壁脆弱
性，法医病理
学，血小板，
脳脊髄液

ナノ環境科学コース担当，ラ
ボローテーション指導担当
（運営・学生指導）

1

機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

1

61 中山　隆宏 ﾅｶﾔﾏ ﾀｶﾋﾛ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
准教授

博士（理
学）

一分子動態観
察，原子間力
顕微鏡

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導） 1

60 紺野　宏記 ｺﾝﾉ ﾋﾛｷ
金沢大学・ナノ生命科学研究所・
准教授

博士（薬
学）

生化学，1分
子計測

58 塚　正彦 ﾂﾞｶ ﾏｻﾋｺ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

57 松本　宏一 ﾏﾂﾓﾄ ｺｳｲﾁ
金沢大学・理工研究域数物科学
系・理工研究域長・教授

博士（工
学）

プログラム運営委員，講義・
カリキュラム担当，ナノ環境
科学コース担当（運営）

1

0.5

55 西部　隆宏 ﾆｼﾌﾞ ﾀｶﾋﾛ
富士フイルム和光純薬株式会社・
主席研究員

博士（理
学）

ライフサイエ
ンス

産学連携協力担当 0.5

低温物理学

56 石橋　太郎 ｲｼﾊﾞｼ ﾀﾛｳ ファイザーR&D合同会社社長
博士（薬
学）

医薬品開発

52 島本　周 ｼﾏﾓﾄ ｼｭｳ

（株）ダイセル・研究開発本部先
端材料企画部・主席部員，金沢大
学大学院自然科学研究科次世代セ
ルロース科学連携講座・特任教授

博士（農
学）

セルロース誘
導体の化学と
物理

産学連携協力担当 1

産学連携協力担当 1

54 森瀬　博史 ﾓﾘｾ ﾋﾛﾌﾐ

株式会社 リコー・HC事業本部メ
ディカルイメージング事業セン
ターMI研究室次世代技術グルー
プ・グループリーダー

博士（理
学）

理論物理学，
脳科学

産学連携協力担当

53 鶴旨　篤司 ﾂﾙﾑﾈ ｱﾂｼ
株式会社ニコンソリューション
ズ・バイオ営業本部・AE部ゼネラ
ルマネージャー

理学士
顕微鏡技術一
般

51 Yuri Korchev ﾕｰﾘ ｺﾙﾁｪﾌ

Professor of Biophysics,
Department of Medicine,
Imperial College London
(England)，金沢大学・ナノ生命
科学研究所・主任研究員

Ph.D.in
Biophysics
and
Cytology

Biophysics 博士論文研究

14 プログラム担当者一覧（続き）

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層

0.5

中　俊明 ﾅｶ ﾄｼｱｷ
澁谷工業株式会社・上席参与，再
生医療システム本部長

工学士 技術一般 産学連携協力担当

豊田　晴義

産学連携協力担当

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導）

生物物理学，
イオンチャネ
ル，原子間力
顕微鏡

ナノ診断開発コース担当（運
営・学生指導）

小野　賢二郎 オノ　ケンジロウ
金沢大学・医薬保健研究域医学
系・教授

博士（医
学）

脳神経内科
学，認知症，
パーキンソン
病

ナノ脳神経科学コース担当
（運営・学生指導） 1

50 Mark MacLachlan ﾏｰｸ ﾏｸﾗｸﾗﾝ

Professor, Department of
Chemistry, University of
British Columbia (Canada)，金
沢大学・ナノ生命科学研究所・主
任研究員

PhD in
Chemistry

Supramolecul
ar Chemistry

博士論文研究 0.5

博士（工
学）

光情報処理，
光応用計測・
制御

産学連携協力担当 0.5

坂本　二郎 ｻｶﾓﾄ ｼﾞﾛｳ
設計製造技術研究所・新学術創成
研究科長・教授

博士（学
術）

計算力学，最
適設計，バイ
オメカニクス

プログラム運営委員 1

（【1908】機関名：金沢大学　プログラム名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）
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75 澤守　忠 ｻﾜﾓﾘ ﾀﾀﾞｽ
株式会社アクトリー・技術開発グ
ループ

学士
エネルギー機
器開発，省力
化機器開発

オリンパス株式会社・先進技術開
発 企画管理 グローバル・
Director

修士

学士 看護学

76 谷川　洋平 ﾀﾆｶﾞﾜ ﾖｳﾍｲ

産学連携協力担当 0.5

産学連携協力担当 0.2

73 家串　和真 ｲｴｸｼ ｶｽﾞﾏ

ノバルティスファーマ株式会社・
インターナショナルユニット
ジャパン メディカル・アフェ
アーズ本部 ジェネラルメディス
ンメディカル・部長

医学博士
製薬医学，循
環器内科学，
腎臓内科学

産学連携協力担当 0.5

74

物理学 産学連携協力担当 0.5

77 川添　高志 ｶﾜｿﾞｴ ﾀｶｼ ケアプロ株式会社・代表取締役

71 地中　啓 ﾁﾅｶ ｻﾄｼ

石川県警察本部刑事部科学捜査研
究所・主任研究員，金沢大学大学
院自然科学研究科法科学分析連携
講座特任教授

博士（工
学）

法科学，法中
毒学

産官学連携協力担当 0.5

法科学，法中
毒学

産官学連携協力担当 0.572 村上　貴哉 ﾑﾗｶﾐ ﾀｶﾔ

石川県警察本部刑事部科学捜査研
究所・化学専門研究員，金沢大学
大学院自然科学研究科法科学分析
連携講座特任准教授

博士（工
学）

14 プログラム担当者一覧（続き）

役割分担年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ

69 中村　俊裕 ﾅｶﾑﾗ ﾄｼﾋﾛ
一般社団法人コペルニク・ジャパ
ン・理事

比較政治学
修士

水越　裕治 ﾐｽﾞｺｼ ﾋﾛﾊﾙ
株式会社アクトリー・代表取締役
会長

博士（工
学）

環境工学 産学連携協力担当 0.5

産学連携協力担当 0.570 的場　一隆 ﾏﾄﾊﾞ ｶｽﾞﾀｶ
日産化学株式会社・生物科学研究
所医薬医療材研究部医療材料グ
ループ・主席研究員

工学修士，
技術経営修
士

ヘルスケア領
域

開発援助，国
際協力，ソー
シャルイノ
ベーション

産学連携協力担当 0.5

（【1908】機関名：金沢大学　プログラム名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）



様式２ 

（【1908】 機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム） 

【公表】 

成果の概要【２ページ以内】 

成果の概要として、①特筆すべき成果のあった事項、②計画通り進んでいる事項、③改善が必要な事

項、④プログラムとしての今後の見通しを簡潔に記載してください。 

① 特筆すべき成果のあった事項 

【フラッグシップとして牽引する本学大学院改革と大学院教育の高度化】 
金沢大学は、自らを「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」と位置付け、未来の課題を探求

し克服する知恵「未来知」により社会貢献を果たすことをビジョンとして掲げている。分野融合研究
の推進による研究力強化と、研究の教育への還元を一体的に展開し、社会課題の解決や新たな価値創
造につながるアプローチを自ら切り拓くことのできる博士人材の育成に注力している。本プログラム
は、本学の理念とビジョンを具現化する大学院改革のフラッグシップとしての役割を果たしており、
学長の強いリーダーシップのもと、4 研究科を横断する全学的な体制と、産業界や海外トップ大学と
の組織的連携を基盤に、卓越した教育プログラムを構築してきた。学際性、国際性、俯瞰的な視野、
イノベーション志向といった次代の博士人材に必須の基盤力を体系的に涵養すべく、新たな科目の開
設や、社会での実践経験を重視したインターンシップや海外研究留学、区分制博士課程における 5 年
一貫型教育の実現など、先進的な大学院教育改革をいち早く取り入れ、展開してきた。大学フェロー
シップ創設事業や次世代研究者挑戦的研究プログラムの採択を契機に、令和 4年度には、大学院教育
改革の抜本的飛躍を担う「未来創成教育環」を設置した。加えて、本プログラム責任者をトップとし
た本学博士学生支援事業を総括する「金沢大学博士研究人材支援・研究力強化戦略プロジェクト
（HaKaSe+）」を創設し、大学院教育の高度化と博士学生支援の強化を両輪とする全学的な大学院改革
を本格化した。全研究科を横断する基幹教育科目として、本学育成人材像である「金沢大学＜グロー
バル＞スタンダード（KUGS）」を基軸とした大学院 GS 基盤科目（博士前期・修士課程）及び同発展科
目（博士後期・博士課程）を新たに開設し、大学院課程でのリベラルアーツ教育を浸透させている。
また、「博士論文研究基礎力審査の実施要項」を策定し、博士後期課程に進学する者の博士前期課程
の修了は原則として博士論文研究基礎力審査（Qualifying Examination: QE）によることとした。こ
れらの取組みは、本プログラムの成果を礎に、人文社会科学系を含む全研究科を横断して大学院改革
を実行したものであり、全大学院学生が未来社会の創造に不可欠となる素養とスキルを修得するとと
もに、博士学位取得までを見通した学修・研究の加速を可能とする教育体系へと高度化した。 

【学際ネットワーク、国際ネットワークの構築と国際通用性のある人材の育成】 
博士人材として求められる俯瞰的視野と共創力の涵養を目的に、学生が自身と専門分野やバックグ

ラウンドを異にする研究者や同世代博士学生と交流を深化させる機会を積極的に創出した。学内で
は、本プログラムでの「プレプログラム」を人文社会科学系も含む全ての研究分野の学生との学際交
流へと深化させるため、HaKaSe+の全選抜学生を対象として「異分野交流による課題探索会『異分野へ
の扉』」を開催し、複層的な社会課題への多角的な視点を獲得させている。また、卓越大学院プログラ
ムを有する他大学と連携し、令和 3 年度からは広島大学、令和 5 年度からは筑波大学を加えた 3 大学
交流会へと発展させた。他大学の卓越大学院プログラム学生と研究成果や研究マインドを共有し、多
様な価値観に触れることで、視野を拡大するとともに、構想力や共創力を高めた。さらに、世界トッ
プレベル研究拠点プログラム（WPI）ナノ生命科学研究所の研究環境を基盤とした世界トップレベル
研究者との交流に加え、大学主導による留学プログラムを通じた海外同世代大学院学生や研究者との
交流も加速した。グローバルに活躍する博士人材としてのキャリア形成と高い視座の獲得、国際通用
性のある博士人材としてのキャリアの基盤となるネットワーク構築を後押しした。 

【多様なキャリア開発機会の設定とキャリアパスの構築】 
国内外のアカデミアや研究開発法人、産業界などの多様なセクターで高度な専門性を発揮し、新た

な価値を創造するイノベーティブな博士人材の育成を推進してきた。連携先機関をはじめとする産業
界の第一線で活躍する者、国内外の著名研究者、起業家を招聘した講演会を多数開催し、早期から実
社会との接続やキャリア形成の土台を築いてきた。キャリアパス構築においては、本プログラムを起
点として博士人材育成を加速し、アカデミア・産業界へとつながる出口戦略を双方で構築した。アカ
デミアでは、令和 4 年度に本学独自の育成助教制度「金沢大学プロミシングリサーチャー制度」を創
設した。成績優秀かつ学際的・独創的な研究を推進する博士学生を学位取得後に本学特任助教として
3 年間雇用し、充実した研究環境を提供することで更なるキャリアアップを支援する制度である。す
でに本プログラム修了者の 1 人が採用され、キャリアを構築している。産業界では、令和 5 年度に、
「企業と連携した博士学生キャリア支援プログラム」を構築した。企業からの経済的支援を受けなが
ら学修研究に専念する環境整備の制度化につなげるものであり、全研究科に展開し、連携先機関をは
じめとする企業等への提案をすでに行っている。さらに、自身が培った研究開発技術を応用し、資本
金 2,000 万円の株式会社を起業する博士人材を輩出した。 
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（【1908】 機関名：金沢大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム） 

② 計画通り進んでいる事項 

【学際的な教育プログラムの構築と質保証】 
 ①入学前の「プレプログラム」、②ナノ科学における俯瞰力と独創力を養う「プログラム基盤課程」、
③国際的視野と高度な専門性を養う「専門コース課程」の三層で編成し、専門性の深化とともに学際
性を高められる教育プログラムを整備した。学生はラボローテーションや、主任指導教員（第 1 メン
ター）に加え異分野の第 2 メンターの配置による複数指導体制のもと、異分野の研究知見や研究手法、
研究アプローチを修得し、自身の専門性との有機的な統合により、社会課題を多角的に捉え、創造的
に研究を遂行する力を涵養している。Nano-Qualifying Examination により、本プログラムが課すナ
ノサイエンスの基礎的知識の修得を厳格に評価する筆記試験と、博士前期課程においては各研究科が
実施する QE により、プログラム基盤課程から専門コース課程に進む学生の質を高めている。 

【優秀かつ多様な学生の獲得】 
 Web サイトでの発信や学内外向けプログラム説明会の開催など積極的な広報活動を展開し、本プロ
グラムの Visibility を向上させてきた。あわせて、学士課程や博士前期・修士課程の早期から博士
進学をキャリア選択肢の一つとして位置付ける啓発にも力を入れ、博士進学意識を醸成している。こ
れらの取組みの結果、志願倍率及び合格率ともに、毎年度定員を上回る水準を維持している。特に令
和 4 年度以降、HaKaSe+において本学の全博士学生支援事業の選抜を一体化して以降は、自然科学及び
ライフサイエンス分野に加え、人文社会科学系の教員も参画する学際的な審査体制を整備した。選抜
段階から学際性、俯瞰的視野、そして研究の社会的意義への意識付けがなされるよう設計しており、
多様な国籍やバックグラウンドを有する志高い学生を確保している。選抜された学生は、日本学術振
興会特別研究員（DC1・DC2）採用、インパクト・ファクターの高い国際学術誌への投稿、国際学会で
のアワード受賞、学長表彰の受賞など、顕著な成果を挙げており、卓越性を裏付けている。 

【学修研究環境の構築】 
学生が経済的な不安なく主体的に学修・研究に専念できるよう、教育研究支援経費や研究費、リサ

ーチ・アシスタント（RA）給与に加え、入学料・授業料の全額免除を大学独自の財源で実施した。さ
らに、インターンシップや海外研究留学に係る旅費、学術成果の創出に係る論文投稿料等の支援によ
り、意欲的な学生の挑戦性を高めるインセンティブを多層的に提供した。支援継続に際しては、毎年
度の年次活動報告書の提出を義務付け、研究の進捗状況や研究業績、次年度に向けた研究計画、キャ
リアプランを総合的に評価している。これにより、学生の自律的な研究推進を促すととともに、指導
教員・プログラム担当教員が連携して個々の進捗を可視化し、研究指導の質的向上を図っている。 

③ 改善が必要な事項 

【アントレプレナーシップの涵養とスタートアップ】 
 課題発見力やイノベーション創出力、社会実装力の涵養に向けて、起業家や企業経営者による講演
会や、異分野融合による事業構想の提案機会を複数回設けてきた。しかし、学生によるスタートアッ
プは前述の 1 社にとどまっている。一方、本学では、大学の完全子会社となる認定ベンチャーキャピ
タルの設立やスタートアップ支援のためのプラットフォーム形成など、組織的・持続的な体制整備を
進めている。今後は、アントレプレナーシップを高める教育プログラムの開発や起業志向のある学生
への支援の充実を図り、研究成果の社会実装とスタートアップ創出の更なる促進を目指す。 

【企業担当者の学位審査への参画】 
 産業界の視点を取り入れた博士人材の育成を目的に、企業担当者の博士論文審査への参画を目指し
てきた。令和 6 年度末までに企業担当者が博士論文審査員となった学生は 1 名にとどまったものの、
社会人学生以外で企業担当者が学位審査を務めた初のケースを創出した。今後は、連携先機関等との
協働を一層強化し、博士学生の共同研究参画や、実社会での新規性や応用性を体得する機会を通じて
企業担当者の博士教育への参画を拡充し、実行力と応用力を備えた博士人材の育成を推進していく。 

④ プログラムとしての今後の見通し 

 本プログラムで先駆的に導入した学際性、国際性、俯瞰的視野、イノベーション志向を涵養するカリキ

ュラムや QE の導入、博士進学の促進と博士学生支援を両立する充実した経済的支援は、大学院教育改革の

中核として本学全ての研究科に波及している。今後、時代のニーズを先取りし、不断の改善を重ねていく。

事務組織においても、学生の適切な管理と博士学生のキャリアの多様化への支援を一体的に支えるべく、

事業運営とキャリア支援等が有機的に連携するよう「卓越大学院推進室」の体制を強化している。  

また、博士人材の持続的な輩出のための多様で安定的な財源確保は最重点事項であり、国による博士学

生支援事業のみならず、運営費交付金を財源とした博士前期・修士課程学生を対象とする予約採用段階か

らの着実な予算措置を行う予定である。加えて、これまでの連携先機関等との基盤を活かし、企業等から

の資金を得て経済面と就職面双方での博士学生支援スキームの充実を図る。また、令和 5 年度創設の金沢

大学基金・研究等支援基金「博士に YELL（エール）キャンペーン」や、令和 6 年度創設の金沢大学基金「未

来“響創”基金」を通して、広く企業等や本学同窓生、さらに本事業等の支援を得た人材が次世代の博士

学生を支援する好循環を生み出していく。  


